
30 － 21
10 － 33
16 － 19
6 － 38
－

主審 副審

No. 点 3P 2P FT Ｆ No. 点 3P 2P FT Ｆ
◎ 4 5 0 2 1 4 ◎ 4 2 0 1 0 2
5 9 0 3 3 3 ○ 5 21 0 7 7 3
6 0 0 0 0 0 ○ 6 2 0 1 0 3
7 2 0 1 0 4 7 2 0 1 0 0
8 0 0 0 0 0 8 0 0 0 0 1
9 0 0 0 0 0 ○ 9 13 2 3 1 2
10 0 0 0 0 0 ○ 10 12 0 6 0 2
○ 11 10 0 4 2 5 11 0 0 0 0 0
○ 12 0 0 0 0 5 12 12 0 5 2 0
○ 13 12 1 4 1 4 ○ 13 23 3 5 4 1
14 0 0 0 0 0 14 5 0 1 3 3
○ 15 24 1 8 5 3 15 0 0 0 0 1
16 0 0 0 0 0 16 6 0 0 6 1
17 0 0 0 0 0 17 13 0 6 1 3
18 0 0 0 0 0 18 0 0 0 0 0

62 2 22 12 111 5 36 24
○はスターター（◎はキャプテン）　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　Ｆ…ファウル
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　厳しいディフェンスから速攻を得意とする両チームは互いにオールコートマンツーマンでスタート。唐津西は№15井上の１
対１、№13近藤の3Pシュートと出だしから波に乗る。一方、佐賀西は立ち上がりが重たい。突破力のある№16中山を投入する
が、流れは変わらず、逆に唐津西はアグレッシブなディフェンスから№15井上を中心に、高い確率でシュートを決める。残り
１分、佐賀西は№5森田のドライブイン、№12猿渡のバスケットカウントが決まり、21-30で第1Pを終了。唐津西№15井上はこ
のピリオドだけで13点の活躍だった。第2Pは序盤、佐賀西が得点を重ねる。唐津西はシュートが入らず、残り６分3点差と
なったところでタイムアウト。しかし、流れは変わらず、ファールが重なり、苦しい展開。ここから佐賀西は№12猿渡の速
攻、№9壇の3Pシュートと一気に差を広げ、54-40と佐賀西が14点リードして前半を終了した。第3P唐津西は出だし2-2-1の
ゾーンプレスにディフェンスを変える。58-48と10点差まで詰め寄り、ここから一進一退の攻防が続く。残り2分、佐賀西№13
古野が連続して3Pシュートを決め、突き放しにかかる。73-56で第3P終了。唐津西№15井上のドライブインから始まった最終
ピリオド。しかし、佐賀西№13古野の3Pシュート、№12猿渡のジャンプシュートと勢いが止まらない。唐津西はファールも重
なり、ますます苦しくなる。佐賀西はフリースローを確実に得点につなげ、差を広げる。その後、唐津西も3Pシュートを狙う
が、6分間ノーゴール。固いディフェンスの佐賀西が111-62と快勝した。
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